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り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ひ
き
つ

づ
き
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
村
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
整
備
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
交
通
、
通
信
網
の
整
備
拡
充
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
や
教
育
文
化
、
商
工
観
光

振
興
等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
49
億
３
，８
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
較
い
た
し
ま
す
と
３
，

０
０
０
万
円
、
０
．６
％
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策

事
業
に
か
わ
り
、
庁
舎
建
設
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
ま
し
て
同
じ
規
模
の

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
で
は
８
．

１
％
の
減
の
４
億
２
，７
１
７
万
８
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
今
の
景
気
低
迷
に
よ
り
ま
す
村
内
の

厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
予
算
で
は
増

額
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
同
額
の

20
億
５
，０
０
０
万
円
を
確
保
し
、
新

た
な
需
要
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
の
１
億
７
，２
８
１
万

６
，０
０
０
円
、
県
支
出
金
は
５
億
６
，

０
５
０
万
２
，０
０
０
円
、
繰
入
金
は

７
億
８
，８
０
２
万
２
，０
０
０
円
、
村

方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が

引
き
続
き
落
ち
込
む
一
方
、
社
会
保
障

関
係
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水

準
で
推
移
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
定
数

削
減
や
人
事
院
勧
告
に
伴
い
給
与
関
係

経
費
が
大
幅
に
減
少
し
て
も
な
お
、
財

源
不
足
は
過
去
最
大
の
規
模
に
拡
大
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

本
村
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

税
収
の
確
保
、受
益
者
負
担
の
適
正
化
、

国
、
県
補
助
制
度
事
業
導
入
な
ど
財
源

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
て
、
事
務
事
業
を
徹
底
し

て
見
直
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的

に
健
全
性
が
確
保
さ
れ
る
財
政
構
造
へ

の
転
換
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、

最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
「
第
４
次
椎

葉
村
長
期
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
諸
政

策
を
推
進
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

う
新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
の
平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
き
ま
し
て
、
ま
ず
は
、
築
53
年
を

経
過
し
て
お
り
、
耐
震
基
準
に
あ
わ
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
役
場
庁
舎
建
設
を

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

基
本
理
念
の
下
で
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て

そ
の
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
村
議
会
を
初
め
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
の
わ
が
国
の
予

算
の
基
本
的
考
え
方
に
よ
り
ま
す
と

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
ひ
と
へ
」、「
新

し
い
公
共
」、「
未
来
へ
の
責
任
」、「
地

域
主
権
」、
経
済
成
長
と
財
政
規
律
の

両
立
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
地
方
財
政
は
、
個
人

所
得
の
大
幅
な
減
少
や
企
業
収
益
の
急

激
な
悪
化
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
や
地

当
初
予
算
概
要
説
明

　

〜
３
月
定
例
議
会
よ
り
〜

　

椎
葉
村
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
平
成
22
年
度
の
村
政
運
営
に

対
す
る
基
本
方
針
並
び
に
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
に
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
く
変
貌
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
の

道
を
選
択
し
た
本
村
は
、
村
民
が
誇
り

と
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」
を

平成22年度　施政方針

「
か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」

椎
葉
村
長　

椎
葉 

晃
充

村
民
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
ち

　
　
　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

平
成
22
年
度

　
　

施
政
方
針
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が
、
今
年
も
庁
舎
建
設
を
筆
頭
に
50
億

に
迫
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

庁
舎
建
設
準
備
基
金
の
活
用
、
税
収
の

確
保
、
国
、
県
の
制
度
事
業
の
導
入
に

努
め
る
な
ど
経
費
全
般
に
わ
た
っ
て
節

減
合
理
化
を
行
い
、
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
、
予
算
配
分
を
い
た
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神

の
も
と
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な

地
域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

国
の
動
向
、
経
済
動
向
を
見
き
わ
め
な

が
ら
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
、
住
み

よ
い
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
議
会
の
み
な
さ
ま

を
初
め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
の
説
明
と
い
た

し
ま
す
。

※
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
本
紙
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
主
な
事
業
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
５
月
以
降
に
配
布
予
定
の
「
平

成
22
年
度 

椎
葉
村
の
し
ご
と
（
解

説
版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

造
物
と
し
て
実
施
設
計
を
進
め
、
年
度

内
着
工
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
情
報
通
信
基
盤
及
び
公
共
交
通

網
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
誇
り
得
る
村

づ
く
り
は
、
村
民
と
行
政
が
と
も
に
手

を
携
え
て
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
村
民

と
行
政
が
適
切
な
役
割
分
担
を
認
識
し

合
い
、
共
働
、
共
助
、
共
生
の
も
と
に

自
立
で
き
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
21
年
度

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
策
事
業
に
よ
り
完
成

し
ま
し
た「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
大
い
に
活
用
し
、
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
に
か
わ
る
広
報
公
聴
活
動
の
充
実

を
は
じ
め
、
防
災
や
福
祉
関
係
に
告
知

端
末
を
利
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
な
ど
効
率
的
財
政
運
営
の
確
立
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行
う

「
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
も

図
り
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
今
年
度
は
、

ａ
ｕ
の
参
画
に
よ
り
栂
尾
地
区
に
施
設

整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

以
上
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
村
政

運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た

　

次
に
、組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
課
の
統
合
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、「
長
期
総
合
計
画
」
の
最

終
年
度
と
な
り
「
第
５
次
椎
葉
村
長
期

総
合
計
画
」
策
定
の
時
期
が
到
来
す
る

こ
と
や
、
定
住
自
立
圏
構
想
、
景
観
計

画
と
景
観
条
例
の
策
定
、
中
山
間
地
域

（
い
き
い
き
集
落
）
対
策
等
の
企
画
調

整
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
も
と
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
振
興
課
を
設

置
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道

事
業
を
建
設
課
へ
、
治
山
係
を
農
林
振

興
課
へ
組
み
替
え
を
行
い
、
課
の
再
編

成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
部
で
試

行
し
て
お
り
ま
し
た
「
グ
ル
ー
プ
制
」

を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
係
制
度
を
廃
止
し
て
「
グ
ル
ー
プ
」

で
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

す
。
幅
広
く
柔
軟
に
住
民
の
み
な
さ
ま

の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
役
場

庁
舎
建
設
」
で
あ
り
ま
す
。
耐
震
基
準

に
合
わ
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

建
設
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
能

性
や
居
住
性
を
持
た
せ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
広
く
村
民
が
集
う
場
所
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
検
討
を
加
え
つ

つ
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
構

債
は
４
億
５
，５
４
０
万
円
と
な
り
、

庁
舎
改
築
や
椎
葉
中
学
校
体
育
館
改
修

の
新
規
事
業
又
道
路
維
持
・
改
良
等
の

継
続
事
業
に
充
当
す
る
た
め
に
、
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
営

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
化
社
会
、
国
、
地
方
を
通
じ
た
危

機
的
な
財
政
状
況
な
ど
、
本
村
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
急
速
に
変
化
を

し
て
お
り
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
現
場
で
柔
軟
な
発
想

と
明
確
な
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕
事

を
進
め
る
と
と
も
に
、
定
員
管
理
及
び

給
与
の
適
正
化
、
事
務
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
行
政
評
価
委
員
等

の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
ご
提
言

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
見
直
し
を

進
め
る
と
と
も
に
、
物
件
費
の
節
減
合

理
化
を
推
進
し
、
行
財
政
の
効
率
化
と

住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く

た
め
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
の

人
材
育
成
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。「
自

己
啓
発
」、「
職
場
研
修
」
及
び
「
職
場

外
研
修
」を
三
本
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、

職
場
風
土
づ
く
り
や
県
市
町
村
振
興
セ

ン
タ
ー
の
出
前
講
座
等
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成22年度　施政方針



一般会計

前年度比 3,000万円（0.6％）減

平成22年度
椎葉村 当初予算49億3,800万円
平成22年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容をお知らせします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
31.0%

村 税 427,178 △ 8.1%

繰 入 金 788,022 157.5%

諸 収 入 180,712 △ 2.1%

使 用 料  他 134,459 △ 1.9%

依存
69.0%

地 方 交 付 税 2,050,000 0.0%

国庫･県支出金 733,318 △ 12.1%

村 債 455,400 △ 44.9%

交 付 金  他 168,911 2.5%

歳 入 合 計 4,938,000 △ 0.6%

8.7%

3.4%

9.2%

14.9%

2.6%

3.7%

16.0%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
33.1%

人 件 費 795,442 △ 1.8%

扶 助 費 138,842 29.7%

公 債 費 697,984 △ 7.6%

投資的
32.7%

普通建設事業費 1,618,510 △ 14.8%

災害復旧事業費 2,378 △ 8.5%

その他
34.1%

物 件 費 630,776 35.5%

補 助 費 等 583,941 16.0%

繰 出 金  他 470,127 10.6%

歳 出 合 計 4,938,000 △ 0.6%

16.1%

9.5%

11.8%

12.8%

0.1%

14.1%

2.8%

構成比

①

②

③

④

①自主財源とは
村が自主的に収入でき

る財源（村民税や固定

資産税、各種手数料や

財産収入など）

②依存財源とは
国や県から交付される

財源（地方交付税や国

県支出金など）

41.5%

構成比

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 486,293 4.4%

老 人 保 健 220 △ 71.6%

簡 易 水 道 事 業 49,584 △ 0.7%

国 保 病 院 事 業 498,843 △ 5.8%

電 気 事 業 40,305 10.8%

介 護 保 険 事 業 343,608 1.2%

後 期 高 齢 者 医 療 77,539 19.2%

ケーブルネットワーク事業 56,354 皆増%

特別会計合計 1,552,746 4.4%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
22年度

当初予算額
21年度

当初予算額
増減率

議 会 費 60,181 53,292 12.9%

総 務 費 1,552,779 1,834,267 △ 15.3%

民 生 費 479,450 450,639 6.4%

衛 生 費 365,214 352,943 3.5%

農林水産業費 806,337 649,211 24.2%

商 工 費 42,047 31,994 31.4%

土 木 費 337,872 185,076 82.6%

消 防 費 49,986 45,383 10.1%

教 育 費 540,772 603,932 △ 10.5%

災 害 復 旧 費 2,378 2,600 △ 8.5%

公 債 費 697,984 755,663 △ 7.6%

予 備 費 3,000 3,000 0.0%

歳出合計 4,938,000 4,968,000 △ 0.6%

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　一人あたり　　1,472,272円
　　一世帯あたり　3,839,813円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出

【平成22年度 一般会計の特徴的な事業】

役場庁舎改築事業 818,681千円

こども医療扶助（義務教育終了まで） 8,322千円

高校生生活支援補助 9,120千円

椎葉中学校体育館耐震補強工事 144,632千円

移動通信用鉄塔施設整備事業 80,534千円

③義務的経費とは
支出が義務づけられ、

削減が極めて困難な経

費

④投資的経費とは
支出の効果が資本形成

に向けられ、道路や施

設など将来に残るもの

に支出される経費

32.8%
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中学校３年生まで
医療費を助成します！

椎葉村奨学金
返済を免除します !

　椎葉村奨学資金の貸付を受けた奨学生が、卒業
後に帰郷し、居住することにより、奨学資金の返
済を免除します。後継者対策として、若者の定住
化が目的です。

【免除対象奨学金】　椎葉村奨学資金
　　　　　　　　　椎葉村医学生奨学資金
　　　　　　　　　椎葉村獣医学生奨学資金

【期 間 ・ 金 額】　平成22年４月以降の返済分
　　　　　　　　　　※正規の返還予定月分
　　　　　　　　　　※実際の居住月が該当

【申　請　期　間】　４月１日（木）〜４月21日（水）
　　　　　　　　　　※免除申請書を提出
　　　　　　　　　　※住民票を添付

【そ　の　他】　一部条件に制限もあります。
　　　　　　　詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　椎葉村教育委員会 学校教育グループ
　　☎０９８２−６７−２８５０

卒業後に椎葉に
帰ってくることが
条件です！

椎葉村出身高校生
生活費を支援します !

　椎葉村出身の高校生を対象とし、椎葉村に現住
所を有する保護者に対して、経済的負担の軽減を
目的として、生活費の一部を支援します。

【対 象 校】　高等学校、高等専門学校
　　　　　　高等支援学校 等

【金　　額】　月額10,000円
【期　　間】　３年間（在学期間）
　　　　　　　※平成22年４月１日以降

【申請期間】　４月１日（木）〜 ４月21日（水）
　　　　　　　※補助金申請書を提出
　　　　　　　※在学証明書を添付
　　　　　　　※振込先の通帳を確認

【そ の 他】　一部条件に制限もあります。
　　　　　　詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　椎葉村教育委員会 学校教育グループ
　　☎０９８２−６７−２８５０

村内に在住する
保護者の負担を
軽減します！

　これまでの医療費助成制度が「乳幼児」から「子

ども」に変わり拡充されます。資格証を提示す

れば、県内の病院と県外の指定病院で一部負担

金を支払う必要はありません。（支払いは村が代

わりに行います。）

※指定病院以外の受診は各自支払いを済ませ、

村へ請求してください。

【助 成 対 象】　中学校３年生の３月まで

　　※改正前は小学校入学前まで

【自己負担額】　自己負担 なし

　　※改正前は１回あたり350円〜 800円

【実 施 時 期】　平成22年４月１日診療分より

【問い合わせ先】　役場 福祉保健課 福祉グループ

　　　　　　　　　☎０９８２−６８−７５１２

安易な「時間外受診」医療現場に深刻な影響
　医師不足が深刻化する中、安易な時間外受診（コ

ンビニ受診）が増加し、医療機関に深刻な影響を与

えています。地域の救急医療体制を守るため、平

日や日中に受診可能な方は、必ず診療時間内に受

診しましょう。

小児救急医療 電話相談
　小児科医の支援体制のもとに、看護師が相談に

応じる電話相談です。夜間の子どもの救急時、病

院へ行った方が良いかどうか判断に迷った時にご

利用ください。

【相談電話番号】
　☎プッシュ回線　　＃８０００

　☎携帯・ダイヤル回線　０９８５−３５−８８５５

【利用時間】19：00 〜 23：00（土・日・祝日も可）

※電話で相談した結果、受診の必要があったのは約
20%だったというデータもあります。

「教育」と「子育て」
支援を強化 !

４月より開始される
　新制度をお知らせします

返済免除１万円補助
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「
休
校
の
集
い
」に
涙

４
月
か
ら
は
椎
葉
小
学
校
へ

ありがとう　鹿
か

野
な

遊
すび

小学校

誇りを胸に 新たな道へ
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▲こみ上げる思いとあふれる涙。児童が歌う「おもいでのアルバム」。出席者の涙を誘いました。
（３月26日・鹿野遊小学校体育館）

　

鹿
野
遊
小
学
校
が
休
校
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

１
８
７
４（
明
治
７
）年
に
開
校
し
、
昨

年
10
月
に
１
３
５
周
年
を
迎
え
た
鹿
野
遊

小
学
校
。
こ
れ
ま
で
１
２
４
７
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
多
い
時
で
１
３
０
人
を

数
え
た
児
童
数
も
現
在
は
４
人
。
児
童
数

の
減
少
と
と
も
に
保
護
者
や
地
域
住
民
が

何
度
も
協
議
を
重
ね
、
昨
年
末
に
休
校
が

決
ま
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
校
に
は

惜
し
む
声
も
。
し
か
し
、
一
番
に
考
え
た
の

は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
こ
と
。「
大
人
数

の
中
で
一
緒
に
学
ば
せ
た
い
」
と
い
う
保
護

者
の
思
い
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
児
童
４

人
は
４
月
か
ら
椎
葉
小
学
校
へ
通
い
ま
す
。

▲135周年の記念碑。裏には１年生の
那須琴乃さん、４年生の那須結心さん、
那須大雅くん、那須彩乃さん、そして
後藤久昭校長や先生方の名前が書かれ
た「未来カプセル」。10年後の2020
年、笑顔で再会します。



♪　 奏
ソ

鳴
ナ

曲
タ

二○○七年春
五線譜に初々しく並ぶ音符たち

自分の音を探り
たどたどしく奏でた第一楽章
時に激しく時に優しく
リズムに乗りだした第二楽章
心と心を重ね
ハーモニーを響かせた第三楽章

同じ時間を過ごしたメンバーと
奏で続けたメロディ
楽しいときも苦しいときも
笑いあい涙を流し
いろんな音を紡いだ日々

二○一○年春
五線譜を飛び出し希望に溢れた音符たち
新しい譜面を開き
人生を彩るメロディを奏で始めよう

　文：朝倉かおり（松尾中 教諭）

松尾中学校 卒業式
平成22年３月16日

椎葉中学校 寄宿舎
「醇和寮」退舎式
平成22年３月15日
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カメラ さんぽ

スポーツ少年団
お別れ大会

３月13日・村総合運動公園

【ソフトボールの部】
　優　勝　杉の子ファイターズ
　準優勝　小崎小ソフト
　３　位　松尾イーグルス
　４　位　尾向小ソフト

【剣道の部】
　　 優　勝　小崎少年剣道
　　 準優勝　尾向少年剣道
　　 ３　位　椎葉少年剣道

【バレーボールの部】
　優　勝　椎小フレンズクラブ
　準優勝　松尾少女バレー
　※交流試合　諸塚少女バレー
　　　　　　　北郷少女バレー
　　　　　　　南郷バレー

団
体
戦

　　　　１・３年生の部
優　勝　 椎葉　知大（椎葉）
準優勝　 桑原　一平（椎葉）
３　位　 尾前　渚紗（尾向）

個
人
戦

　４年生の部
　尾前萌々花（椎葉）
　那須　澪佳（小崎）
　黒木　響生（小崎）

　５・６年生の部
　尾前　篤了（椎葉）
　那須　杏理（小崎）
　甲斐美沙紀（尾向）

【卓球の部】（大河内小）
　※中学生と合同練習
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小崎少年剣道

椎小フレンズクラブ

杉の子ファイターズ



椎葉
晃充
村長の

3月の
動き

１
日　

国
保
共
同
事
業
総
会
（
宮
崎
市
）

２
日　

伝
建
審
議
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

庁
議
（
役
場
）

　
　
　

清
武
町
名
誉
町
民
祝
賀
会（
宮
崎
市
）

３
日　

景
観
計
画
策
定
審
議
会
（
役
場
）

４
日　

庁
議
、議
会
運
営
委
員
会
（
役
場
）

６
日　
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
し
い
ば
好
き
人
」感
謝
祭

７
日　

平
家
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

８
日　

入
札
会
（
役
場
）

９
日　

村
議
会
12
月
定
例
会
（
〜
15
日
）

10
日　

消
防
車
両
納
車
式（
上
椎
葉
街
道
）

12
日　

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
圏
域

　
　
　
　

自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
会

　
　
　
　
（
五
ヶ
瀬
町
）

16
日　

椎
葉
中
学
校 

卒
業
式

17
日　
社
協
理
事
・
評
議
員
会（
す
こ
や
か
館
）

18
日　

障
が
い
者
福
祉
施
策
推
進
協
議
会

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

運
営
協
議
会
（
す
こ
や
か
館
）

19
日　
中
山
間
防
災
事
業 

竣
工
式（
栗
の
尾
）

23
日　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線

　
　
　
　

整
備
促
進
協
議
会
陳
情

　
　
　

椎
葉
五
家
荘
線
県
道
昇
格

　
　
　
　

促
進
期
成
会
要
望
（
宮
崎
市
）

24
日　
和
牛
改
良
組
合
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

景
観
計
画
報
告
（
役
場
）

25
日　
県
建
設
技
術
推
進
機
構
理
事
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会
（
日
向
市
）

26
日　

鹿
野
遊
小
学
校 

休
校
の
集
い

　
　
　

椎
葉
病
院 

医
師
離
任
式

　
　
　
　
（
青
山
先
生
・
増
田
先
生
）

27
日　

県
消
防
大
会
（
宮
崎
市
）

29
日　

市
町
村
振
興
協
会
理
事
会（
宮
崎
市
）

31
日　

退
職
者
離
任
式
（
役
場
）▲「しいば好き人」

感謝祭で歓迎あい
さつ（６日）

　

椎
葉
の
元
気
で
明
る
い
子
ど
も
た

ち
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
の
中

で
、
と
も
に
学
び
、
研
究
・
実
践
を
通

し
て
、
さ
ら
な
る
指
導
力
向
上
を
図
る

先
生
方
。

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
は
、
村
内
教
職

員
の
日
ご
ろ
の
研
究
と
実
践
の
成
果
を

募
り
、
そ
の
研
究
の
功
績
を
称
え
、
表

彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
先
生

方
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。平成21年度

教育研究論文

【村 長 賞】
　尾向小　教諭　　土橋 潤哉

【村議会議長賞】
　椎葉小　教頭　　岩屋 慎司

【教育委員長賞】
　小崎小　教諭　　永倉 泰治

【教育長賞】
　尾向小　教諭　　堀内 美代

【優 秀 賞】
　椎葉小　教諭　　志田 敦子
　大河内小 
　　養護助教諭　　松本つばさ

【入　　選】
　鹿野遊小　教頭　今村 哲枝
　鹿野遊小 
　　養護助教諭　　那須 初世
　不土野小
　　養護助教諭　　椎葉 留美
　小崎小　教諭　　橋谷 敏治
　椎葉中　教諭　　高木 一幸
　椎葉中　教諭　　中野 貴介
　松尾中　教頭　　串間 研之
　松尾中　教諭　　中平 光彦
　松尾中　教諭　　朝倉かおり

おめでとうございます　受賞者一覧（敬称略）
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▲児童・生徒のために、日夜努力されている先生方。日々奔
ほん

走
そう

する中での論文作成。
　受賞おめでとうございます。（３月12日・開発センター）

▲村長賞を受賞し発表する土橋教諭

最優秀賞　土橋 潤哉 教諭（尾向小）
【研究主題】
自分の思いを生き生きと表現できる児童の育成
〜「話す」、「聞く」、「書く」活動を

関連させた指導方法の工夫を通して〜



カメラ さんぽ

吹雪の中の納車式
　平成19年度より行われてきた消防車
両の入れ替えが終了。各部に配置され
た車両による街頭パレードと納車式が
行われました。（３月10日・上椎葉）
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春の香り

町村境で除
じょ

幕
まく

式
しき

　県の農地防災事業により水路が完成。松尾（栗
の尾）地区と美郷町長崎地区を結ぶ約３キロ
メートル。竣工式では椎葉村長や美郷町の菊田
町長らによる記念碑の除幕式が行われました。
（３月19日・栗の尾）

献血車「いずみ号」車内

献
血
の
ご
協
力

  
あ
り
が
と
う

　

  
ご
ざ
い
ま
し
た

（
３
月
４
日
・
す
こ
や
か
館
）

赤十字奉仕団のみなさん



カメラ さんぽ

椎葉を肌で感じた２日間

▲プルプルの感触に感動
　地ゴンニャクづくり

▲

風
味
豊
か
な
椎
葉
の
焼
畑
ソ
バ

　

ソ
バ
打
ち
体
験

　平成21年度に募集を開始した椎葉村ファンクラブ「し
いば好き人」。県内外の多くの方が登録し、現在の会員
数は187人。今回、２日間の日程で感謝祭を開催し、33
人の方が参加されました。内容は、体験プログラムとし
てイノシシやニワトリの解体、ソバ打ち、菜豆腐づくり、
コンニャクづくりなど。竹を使って器やハシも手作り。
夜には椎葉の郷土料理を囲み、太鼓や民謡、神楽を堪能。
楽しい交流の場となりました。（３月６日・上椎葉）
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被災地を桜の名所に！
　平成17年の台風14号で被害を受けた博物館付近の斜面。
昨年に続き「平家さくらの森づくり植樹祭」が開催され
ました。心配された天候も小雨模様の中で予定どおりの
開始。ファンクラブ会員も参加して、この日集まったのは
300人。山の斜面に桜やヤマブキ、ドウダンツツジの苗木
の他、ヒガンバナの球根も植えました。季節を追って咲く
色とりどりの花。椎葉の新たなシンボルとして、人々に親
しまれる花の名所へと育てていきます。（３月７日・上椎葉）

▲秋篠宮さまが昨年お手植えさ
えれた桜にも、立派な花が咲
きました（３月17日）
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椎葉村役場
　福祉保健課健 康 だ よ り №151

平成22年度の健診（検診）が始まります!!
平成22年度も椎葉村では各種健診（検診）を予定しています。４・５月に実施される健診（検診）の日程は下記のとおりです。

　受診希望者には、健診（検診）日が近くなりましたら、
受診券等を送付いたします。なお、受診希望者とは、
12月末に組合長を通じてお配りした「平成22年度　
各種健診（検診）希望調査票」を提出された方の中で、
それぞれの健診（検診）を『希望する』とした方です。

　健診（検診）の申込みがまだお済みでないという
方は、受診券等の準備がありますので、早めにご連
絡ください。
　連絡先：福祉保健課　健康づくりグループ
　　（☎０９８２−６８−７５１０）

胃がん検診
検　診　日 受付時間 検　診　会　場 対　　象　　地　　区
４月６日（火） 予約時間 す こ や か 館 尾八重・栂尾・小崎
４月７日（水） 予約時間 不土野生活改善センター 不土野

４月14日（水） 予約時間 す こ や か 館
若宮・若宮住宅・桑ノ木原・針金橋・針金橋団地・
尾田山中・下福良・間柏原・夜狩内・佐礼住宅・
山中団地・持田団地・下椎葉・那須橋尾平

４月15日（木） 予約時間 尾 向 小 体 育 館 向　山
４月21日（水） 予約時間 仲塔生活改善センター 仲塔・鹿野遊
４月22日（木） 予約時間 松 尾 小 体 育 館 松　尾
４月23日（金） 予約時間 尾 向 小 体 育 館 尾　前
４月24日（土） 予約時間 す こ や か 館 上椎葉上中下区・村内全地区(もれ者)
※道路事情により検診日未定 本 郷 地 区 集 会 所 大河内

※大河内の検診日は道路事情により未定となっております。準備が整い次第ご連絡いたします。
　なお、大河内の方で４月に実施される他の地区での受診を希望される方は、ご連絡ください。

特定健診・後期高齢者健診・若者健診・結核検診・大腸がん（便）検診・前立腺がん検診
健（検）診日 受付時間 健診会場 対　　象　　地　　区

５月10日（月）
10：00〜11：00 すこやか館 若宮・若宮住宅・桑の木原・針金橋・針金橋団地・尾田山中

13：30〜14：30 すこやか館 下福良・間柏原・夜狩内・佐礼住宅・山中団地・那須橋尾平・
持田団地・下椎葉

５月11日（火） 10：00〜11：00 仲塔小体育館 仲塔全地区
13：30〜14：30 鹿野遊小体育館 鹿野遊全地区

５月12日（水） 10：00〜11：00 尾向小体育館 向山日当・尾手納・向山日添
13：30〜14：30 尾向小体育館 尾前・三方界・寺床・鶴の平・水無

５月13日（木） 10：00〜11：00 すこやか館 上椎葉上・中・下区
13：30〜14：30 小崎小体育館 小崎全地区

５月14日（金） 10：00〜11：00 不土野小体育館 不土野全地区
13：30〜14：00 尾八重体育館 尾八重全地区

５月17日（月）
10：00〜11：00 松尾小体育館 中尾・小ヶ倉・佐土の谷・竹の八重・旧岩屋戸・岩屋戸・

小河内・ロクロ・春岩尾・新石原・石原

13：30〜14：30 松尾小体育館 水越・小原・中の八重・下松尾・新下松尾・松尾教員住宅・
上松尾・畑鳥の巣・榎峠・唖谷・栗の尾

※５月19日（水） 10：00〜10：30 合戦原集会所 合戦原・矢立
13：30〜14：30 本郷地区集会所 本郷・丸野・城・大藪

５月20日（木） 10：00〜10：30 栂尾の館 栂尾全地区（結核検診は道路事情により実施できません）
13：30〜14：00 すこやか館 村内全地区（もれ者）

５月21日（金） 10：00〜10：30 すこやか館 村内全地区（もれ者）
13：30〜14：00 すこやか館 村内全地区（もれ者）

※大河内（本郷・丸野・城・大藪・合戦原・矢立）については、道路事情により延期となる場合があります。

【問い合わせ先】役場 福祉保健課 健康づくりグループ（☎０９８２−６８−７５１０）
受診に当たっての注意事項等は、受診券等が手元に届きましたら、必ず確認してください。



椎葉の景観を守ろう！
椎葉村景観計画が

策定されます
　「景観」とは、海、山、川などの自然や建
物、道路など、私たちの目に映るまちの
姿だけでなく、その場にいて感じられる
ようなまちの動きや市民生活など、人々
の営みからかもし出されるまちの雰囲
気、文化的かおりや歴史性など五感で感
じられる印象まで含む幅広いものです。
　村では椎葉村景観計画審議会を設
置し、１月及び２月に有識者会議を
開催しました。平成22年度には景観
計画を策定し、景観条例が制定され、
椎葉の重要な景観を守る取り組みが
進められていきます。
■問い合わせ先
　役場 地域振興課 企画情報グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

スポーツ安全保険
加入してますか？

　平成22年度のスポーツ安全保険の
加入手続きはお済みですか？
　万一のけがに備え、ぜひ加入しま
しょう。
■対象　各種活動を行う５人以上の

グループ
■範囲　活動中や活動への移動中の

事故など
■種類　傷害保険、賠償責任保険、
　　　　共済見舞金
■掛金　１人６００円から
　※活動内容によって異なります。
■問い合わせ先
　㈶スポーツ安全協会 宮崎県支部
　　☎０９８５−５５−３１３６

「自衛官」募集中！
　平成23年（３月下旬〜４月上旬）
入隊予定者を募集します。
■種目　一般曹候補生（男女）
　　　　※陸上・海上・航空
■資格　18歳以上 27歳未満
■受付期間　４月１日〜５月10日
■１次試験　５月22日試験
■問い合わせ先
　自衛隊 日向地域事務所
　　☎０９８２−５２−６９１４
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

税の納期（４月分）
納期限内に納めましょう

【軽自動車税】（全期）
【固定資産税】（１期）
■口座振替日　４月26日
■納　期　限　４月30日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　４月13日・５月11日
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　 9：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　※毎月第３月曜日

（ただし、祝祭日の場合は翌日）
　４月19日　保健センター
　５月17日　高齢者センター
■時間　10：00 〜 15：00
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

情報公開の状況は？
　平成21年度情報公開状況について
お知らせします。
■請求件数 ３件　 ■公開件数 ３件

大河内癒しの森
第５回　森びらき

　通常は立ち入りできない九州大学
宮崎演習林保護区。江代山登山コー
スと矢立コースに分かれて森林の中
を歩きます。
■期日　４月24日（土）
■時間　開会 9：30（受付 9：00）
■場所　矢立高原キャンプ場

※セレモニー終了後、２コースに
分かれて歩きます。

■主催　大河内森林ガイドの会
■対象　一般･高齢者（幼児可）

※但し、保護林を通るため、事前
に申し込みが必要です。

■料金　無料
　※昼食は各自ご準備ください。
■申し込み・問い合わせ先
　大河内森林ガイドの会事務局（小川）
　　☎/：０９８３−４１−８４３３
　　Ｅメール：pirorin@nature.email.ne.jp

銘
め い

水
す い

の郷
さ と

　釣り大会
　狙うは30センチ超の尺ヤマメ。足場
が良く、初心者大歓迎の釣り大会。ルー
ルを守って釣りを楽しみましょう！
■期日　５月２日（日）
■時間　受付 7：30・開会式 8：00
■料金　500円 ※小学生以上
■問い合わせ先 
　椎葉村観光協会
　　☎０９８２−６７−３１３９
　役場 地域振興課 企画情報グループ 
　　☎０９８２−６７−３２０３

第32回 「扇
おうぎ

山
や ま

」山開き
　シャクナゲの花咲く国定公園「扇
山」。新緑のシャワーを浴びながら、
一緒に登山を楽しみませんか。
■期日　５月９日（日）
■時間　受付 9：30・式典10：00
■問い合わせ先
　椎葉村観光協会
　　☎０９８２−６７−３１３９

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　　1,541人（−　9）
　女　　1,559人（−　7）
　計　　3,100人（−16）
世帯数　1,261戸（−　2）
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850
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葉
』

【
徳
間
書
店
】

（
著
）
島
田　

洋
七

香
典
返
し

（
２
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

読書サークル

「ブックカフェ」

　

株
式
会
社 

松
澤
組

　
　

松
澤 　

衛 

様
（
門
川
町
）

　

人
権
相
談
員

　
　

椎
葉 

吉
人 

様
（
向
山
日
添
）

一
般
寄
付
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

『
に
じ
い
ろ
の 

さ
か
な
』

【
講
談
社
】

（
さ
く
・
え
）
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
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▼
３
月
、
別
れ
の
季
節
。
椎
葉
中
学
校
寄
宿
舎

「
醇
和
寮
」
の
退
舎
式
、松
尾
中
学
校
の
卒
業
式
、

鹿
野
遊
小
学
校
の
休
校
の
集
い
。カ
メ
ラ
の
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
る
涙
。
送
辞
や
答
辞
、
別

れ
の
歌
。
そ
れ
ぞ
れ
が
胸
に
響
き
、
目
頭
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
過
去
に
照
ら
し
合
わ

せ
、
ま
る
で
自
分
も
同
じ
時
を
過
ご
し
て
来
た

か
の
よ
う
な
想
い
に
な
っ
て
▼
で
き
る
だ
け
多

く
の
写
真
を
使
い
、
作
っ
て
き
た
広
報
紙
。「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
一
枚
の
写
真
で
ど
れ
だ

け
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
る
の
か
。
短
い
文
章
の

中
に
、
ど
れ
だ
け
の
想
い
が
込
め
ら
れ
る
の
か
。

常
に
考
え
な
が
ら
▼
広
報
担
当
３
年
目
。
36
回

目
の
編
集
後
記
。
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
も
ら
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
に
「
感
謝
」

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
リ
キ
）

  

新
担
当
者
紹
介

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
５
月
号
か
ら
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
梅
北
実
利
で
す
。
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
を
お
送
り
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。取
材
に
行
っ
た
際
は
、

前
任
者
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

菜
の
花
や
藤
の
花
、
ダ
イ
コ
ン
の
葉

や
ユ
ズ
の
皮
、
ニ
ン
ジ
ン
や
タ
ケ
ノ
コ
な

ど
、
季
節
の
花
や
野
菜
を
入
れ
て
作
る

椎
葉
の
「
菜
豆
腐
」。
箸
で
簡
単
に
切
れ

な
い
ほ
ど
、
ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ
た
贅
沢

品
。
３
月
６
日
の「
し
い
ば
好
き
人
」フ
ァ

ン
感
謝
祭
で
、
那
須
由
井
子
さ
ん
（
古
枝

尾
上
）
が
講
師
と
な
り
、
参
加
者
と
一
緒

に
手
作
り
体
験
。
醤
油
や
ユ
ズ
味
噌
を

付
け
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『菜
な

豆
どう

腐
ふ

』

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

や
わ
ら
か
き
雨
粒
の
間
芽
吹
き
初
む	

山
本　

和
枝

［
評
］
雨
粒
を
や
わ
ら
か
く
感
じ
た
感
覚
、
す
ば
ら
し
い
。
物
芽
の
す
べ

て
は
、
恵
み
の
雨
で
太
っ
て
い
く
。
原
句
は
「
間ま

の
」
と
あ
っ
た

が
「
間か

ん

」
と
添
削
し
た
。
一
句
を
ひ
き
し
め
る
た
め
だ
。

春
泥
の
中
に
杖
入
れ
渡
り
け
り	

那
須　
　

正

［
評
］
春
泥
は
舗
装
道
路
の
無
い
こ
ろ
、
雨
の
た
め
道
が
ぬ
め
ぬ
め
し
た

状
態
を
い
う
。作
者
は
転
ば
ぬ
よ
う
に
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
い
る
。

人
と
杖
と
の
信
頼
関
係
。
歩
く
と
述
べ
な
い
で
「
渡
り
け
り
」
と

は
状
況
を
よ
く
つ
た
え
る
。

手
に
と
り
て
頬
寄
せ
て
見
る
雛
か
な	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
ほ
ん
と
う
に
可
憐
な
お
雛
様
だ
ろ
う
。
お
孫
さ
ん
の
所
作
が
よ
く

わ
か
る
。
ご
一
家
の
雛
祭
り
の
風
景
が
見
え
る
よ
う
だ
。

《
入
選
》

雨
降
り
て
自
然
の
め
ぐ
み
蕗
の
薹

那
須　

瑞
穂

梅
の
丘
登
り
降
り
し
て
句
碑
探
す

小
八
重
知
津
子

三
月
や
金
色
に
変
わ
る
ラ
イ
セ
ン
ス

小
丸
川
ち
と
せ

荒
れ
し
地
に
水
仙
咲
く
も
い
と
お
し
き

黒
木
八
重
子

鳥
渡
る
遠
い
お
国
は
ど
こ
か
し
ら

椎
葉
シ
ヅ
子

《
特
選
》

旅
立
ち
に
そ
っ
と
背
を
お
す
春
の
風

尾
前　
　

駿
（
三
年
）

別
れ
の
日
「
ま
た
会
え
る
よ
ね
」
さ
く
ら
咲
く

甲
斐　

智
英
（
二
年
）

春
が
来
て
別
れ
あ
り
ま
た
出
会
い
あ
り

黒
木　

美
桜
（
一
年
）

《
入
選
》

い
つ
か
ま
た
一
緒
に
歩
こ
う
桜
道

尾
前　

翔
平
（
三
年
）

別
れ
の
日
涙
し
な
が
ら
卒
業
歌

那
須　

結
香
（
三
年
）

そ
の
涙
桜
に
も
負
け
ぬ
美
し
さ

椎
葉　

章
和
（
二
年
）

さ
く
ら
咲
く
新
た
な
思
い
胸
に
咲
く

右
田　

莉
奈
（
二
年
）

さ
く
ら
舞
う
旅
立
つ
姿
包
み
け
り

谷
川　

朱
理
（
一
年
）

伝
え
た
い
感
謝
の
気
持
ち
卒
業
歌

南
薗　

直
美
（
一
年
）

選
・
角　

光
雄 

先
生（
あ
じ
ろ
主
宰
）

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎
葉
中
学
校 

生
徒
作
品

「
春
の
俳
句
」よ
り　

※
学
年
は
三
月
現
在
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　クスノキ科クロモジ属。４月になると天然林や人工
林の下層に、葉の展開に先立って小ぶりで黄色い花
を３〜５個ほどずつまとめて咲かせている落葉低木を
見かけます。これがシロモジで本州中部以西と四国、
九州に分布します。萠芽性が強く、一つの株から多く
の幹を生じた個体が目につきます。この幹の材は丈夫
なため杖を作るのに適しており、椎葉ではタケツエギ
と呼ばれてきました。硬いので薪炭材としても優れて
います。雌雄異株で雌株は雄株よりも花の数が少な
くなります。秋には直径１㎝ほどの緑色の果実が実り、
やがて黄褐色になります。葉は近縁のダンコウバイに
似て先が３つに中裂しますが、切れ込みの基部が丸
くえぐれて穴が空いているように見えるので区別でき
ます。尖った葉芽と丸い花芽の冬芽の組み合わせが
かわいらしく、葉や枝に芳香があり、特徴的な葉が黄
葉し樹形も整えやすいので庭木に使われています。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

シロモジ
90

未来にはばたけ！

平成20年３月３日生まれ

おとうさん：和博 さん
おかあさん：ゆり さん
車と重機・野球が大好き。工事現場
や野球観戦に行くと大興奮。これか
らも元気にたくましく育ってネ！

平成20年１月27日生まれ

おとうさん：智章 さん
おかあさん：千晶 さん
椎葉の山々に桜が咲き、久野家
の桜も、お姉ちゃんと一杯遊ん
で、笑顔の花が満開中。

尾
前 

颯そ
う

太た 

く
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
１
）

久ひ
さ

野の 

利り

桜お

奈な 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
針
金
橋
）

椎葉村スポーツ少年団

尾向少年剣道

●27

フェイス！ Face 
in April

　よく村内で間違われる２人！！ 名前も同じです。２
人とも椎葉生活２年目になりました。地域や職場の温か
い人たちに囲まれて、充実した日々を送っています。見
かけたらぜひ、声をかけてくださいね。さぁどっちの

“みずえ”でしょう？？

椎
葉
小
学
校 

養
護
教
諭

植う
え

田だ 

み
ず
え 

さ
ん（
33
歳
）

椎
葉
小
学
校 

講
師　
　

中な
か

島じ
ま 

瑞み
ず

枝え 

さ
ん（
36
歳
）

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
　“笑顔の輪”を広げていきます。

中
学
校
で
も

部
活
で
剣
道
を

頑
張
り
ま
す
！

　団員数は６人。昨年は県の中央大会で３位になりました。６年生
３人は３月で卒業ですが、４月には１年生２人が入団します。たく
さん練習をして強くなります。元気いっぱい頑張ります。

キャプテン

尾前 さくら さん

趣
味
：（
２
人
と
も
）
成
果
の
で
な
い

　
　
　

ダ
イ
エ
ッ
ト
! !


